
第15回KAMCA演奏会(横浜みなとみらいホールでの350人の合同演
奏「月光とピエロ」 指揮:宮本益光氏)  ２018年5月 

 
 
 

 
 
 
 
 
KAMCA(神奈川男声合唱協会)の9団体は9月19日

に代表者会議を開催して、各団の現況についての情報交
換と今後の活動についての協議を行った。 
 

■今年度の事業は延期■ 
 11月に第2回男声合唱セミナーを、来年3月に第16回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
演奏会を予定していたが、いずれも延期することとした。 
男声合唱セミナーは、昨年岩本達明神奈川県連副理

事⾧を講師にお招きして150名を超える参加者で大いに
盛り上がったが、今年は多くの参加者も期待できないことか
ら他日を期すこととした。また、元々本年3月開催の第16
回演奏会は来年3月に延期していたが、各団の練習再開
時期が遅れていること等から、再度延期せざるを得ないと
判断した。 

■各合唱団の状況■ 
小田原男声(小田原市)は6月から、男声合唱団せみ

(横須賀市)は7月から毎週1回の練習を再開している。と
もに全員で歌える練習会場が確保できている。団員の約8
割が練習に参加している。小田原男声は12月定期演奏
会開催も視野に入れている。 
湘南男声(藤沢市)は、⾧年指導してこられた伊集院俊
光先生(元県連理事⾧)が病に倒れられたこともあり練習
再開が遅れたが、新たな指導体制の目途も立ったことから
9月に練習を再開した(伊集院先生は9月24日逝去)。 
並木男声、洋光台男声(ともに横浜市)は8月から、座
間男声(座間市)は9月から練習を再開している。ただし会

場の制約等から月1、2回の練習にとどまっている。 
 
筆者の属する洋光台男声の場合、これまでの練習会場

は、現在でも歌唱は一切できず、また2人の団員指揮者も
練習に参加できない状況にあるため音楽監督の宮本益光
氏に指導をお願いし、地元公会堂ホール(座席数600)を
借りて月1回ペースでの練習を行っている。これまで3回の
練習参加者は20名余と全体の約5割。 
一方、並木男声は月2回ペースを確保できている。ただ

し会場の地区センターの利用可能数が32名に制限されて 
いて、練習参加者が定員をオーバーしな
いか気になるようだ。練習参加率は7割強。 
マルベリー・メールクワイア(小田原市)、
横浜国立大グリーOB及び横浜グリーク
ラブはリモート練習(Zoom、youtube)
を行っている。マルベリーは団員の転勤で
そもそも一堂に会しての練習が困難な状
況下にある。 
一方、横国大と横浜グリーは従来の練

習会場の利用見通しが立たず、団員の
意向をみながら再開時期を探っている。 
                                             

↓(2019年第1回男声合唱セミナーチラシ) 


